
                   TTC ゆった～り山行実施記録表   2019 年 6 月 3 日 K.U 

山行名 高尾山（6号路・びわ滝コースから稲荷山コース） （599ｍ/東京都） 

実施日 2019 年 6 月 1日(土)   日帰り      公共機関利用 

天候／参加人員 天候 ：晴     レベル：★☆    参加者：10名（男 6名／女 4名） 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ 省略 

参加者 省略 

費用 \1,700 

（IC ｶｰﾄﾞ 1670） 

本厚木起点 

本厚木⇔町田＝@250×2＝¥500  町田⇔高尾＝@470×2＝¥940 

高尾⇔高尾山口＝@130×2＝¥260  計¥1,700        

 （交通費は交通系 ICカード(PASMO 等)を各自利用） 

 

 所要時間 

 

 歩行時間 休憩時間 行動時間 
行動時間 

*セッコク撮影時間含んで計上 

        

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 3：20 ―   ―  

計画 4：10 2：00 6：10 

実行 2：50 2：10* 5：00* 

実行コースタイム記録 

                  

 小田急線 JR 横浜線 JR中央線 京王高尾線 ﾄｲﾚ    0:05      0:10 体操    0:10         0:05        0:10 
本厚木++++町田+++++八王子+++++高尾+++++高尾山口･････清滝･････６号路入口･････岩屋大使･････琵琶滝･･ 

7：07 7：22 7:30  7:56 8:12  8:19 8:23  8:26 8:40     8:45    8:55 9:00     9:10        9:15 9:20                  
 
セッコク撮影  0:10        0:20        0:15      0:10  ﾄｲﾚ 昼食    0：40                    0:30         0:05 
･････････････大山橋･･････とび石･････休憩･･･････高尾山山頂･･････稲荷山・あづま屋･･････旭稲荷････ 

9:30～10：00      10:10     10:30      10:45 10:50      11:00 12:05           12:45 13:00              13:30 13:35 
  

          京王高尾線  JR 中央線  JR 横浜線  小田急線     
･･･清滝･･････高尾山口++++++高尾++++++八王子++++++町田++++++本厚木 
  13:40  14:10 解散            

                               

コースの概要、特記事項、反省事項等 

高尾山のセッコクの花が観たくなり、ゆった～り山行の計画書で TTC 仲間と行くことにしていた。下
見は 2 月に来て杉の木を見上げながら大体の場所の確認をした。花の時期が問題だったが、今回は願い
が叶って満開のセッコクの花が迎えてくれた。ケーブル乗り場にも咲いている情報が事前に分かってい
たので、覗くと真っ白に重なって咲いていた。これで大丈夫と思い、足取りも軽くなり、岩屋大使は立
ち止まらず通過したが、登山者やヤマランも多く、度々の追い越しに遭いとりあえず琵琶滝に寄る。高
尾山天狗信仰の始まりの場所と言われ、水行修行が体験できるそうだ。6 号路に戻りセッコク撮影場所
に着くと、カメラを構えた登山者は居たが、私達が杉の木を見上げているのを「何を見ているのですか？」
と不思議に思って問う登山者が多かった。そのつど教えてあげて喜ばれた。次のセッコクの花の観賞と
撮影に休憩も入れ広場で大休止とした。途中でピンクの花が現れ興奮してしまったが、YSさん宅では黄
色の花のセッコクが毎年咲くそうだ。黄色のセッコクも珍しいと思った。 
新緑の中で小鳥のさえずりを聞きながら歩き出す。大山橋を過ぎて、とび石にかかるが、前日の雨の

心配もなかったので石の上を軽々クリアできた。そこから階段状のきつい登りが続くが、小さな子供達
も多く登っていて、ゆった～りのメンバーも負けられないと思い頑張った。頂上まではあと少しだが休
憩を取り一息入れた。頂上直下に大きなﾄｲﾚが有り助かる。全員で利用し頂上へ。頂上は各コースから歩
いて来た登山者で溢れるほどであった。先に集合写真をと思っても、並んでやっとと言う感じであった。  
ﾄｲﾚの混雑を考えて一時間程の昼食時間にした。今日も富士山は雲に隠れて見えなかったが、外国の方達
も残念そうであった。TSさんが「国際的になっていた」と驚かれるのも無理はない。 
下山は稲荷山コースだ。このコースもアスファルトでなく足に優しいが、木の根っこと階段が続き、

滑りそうな坂道も多く、転倒しないかを気にしながら歩いたのに、コースタイムよりも早く歩いてしま
った。登山者が多く、流れに乗った感じである。大木が多いので眺望はないが、陽がさえぎられ時折涼
しい風が吹き気持ちよかった。中間地点の稲荷山山頂にあずま屋があり、眺望も良いことからゆっくり
休んだ。途中、稲荷山の由来になったと言われる旭稲荷を参拝し、5 分ほどで下山口の清滝に無事に着
いた。もう一度、ケーブル乗り場のセッコクを眺め、リュックの調整をした後で、車で参加した方の駐
車場が近いと言うことで、ここで解散とした。 
*CLに代わりヤマップで時間記録をしていただいた HHさん初め、皆さまのご協力に感謝しております。
天気に恵まれ、セッコクの花が観られて満足しております。有難うございました。 

 


